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１ テーマ 

「心豊かな子ども」「自ら学ぶ子ども」「たくましい子ども」をめざす 

山手っ子のチャレンジ     ～「求めて学ぶ力」と「豊かな心」の追求～ 

  

２ 目 的 

山手小学校は、烏帽子岳を背後に有するやや高台の閑静な環境にあります。その一方で、

佐世保市中央部に位置しており、公的施設や商業施設等が近くにあります。 

地域の方々や保護者は教育に対する意識が高く、学校教育に対しても大変協力的です。 

本校教育目標（めざす児童像）は、「心豊かな子ども」「自ら学ぶ子ども」「たくましい子ど

も」です。この具現化に向けて、「特色ある学校づくり」を以下の３点で行っていきました。 

 

（１） 「心豊かな子ども」の育成 

地域の魅力的な教育資源であるさまざまな「人・もの・こと」との出会いを通して、たく

さんの方々に支えられている自分達を実感し、それらに感謝する心を育てる場を設けま

す。 

（２） 「自ら学ぶ子ども」の育成 

児童の実態を客観的に把握し、その課題に応じた適切な指導を行います。そして、毎

日の授業では、児童相互の学び合い活動を通して、自ら考え、判断し、追求することので

きるような授業改善を行います。 

（３） 「たくましい子ども」の育成 

学校だけでなく校外にも出て、他者との関わりの中で自分を表現できる場を設け、探

求的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、自分達の身の

回りの社会に主体的にかかわっていく態度を養っていきます。 

 



３ 実践内容 

（１） 魅力的な教育資源（ひと・もの・こと）の活用、関係機関との連携 

①企業・行政機関を招聘しての学び 

長崎文化放送（株）、西部環境調査（株）、

エミネントスラックス、佐世保市環境部環

境政策課等、延べ８つの事業所の協力を得

ながら環境学習「私にもできるエコ大作

戦」を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②保幼小連携 

 近隣のアトム保育園と天竜保育園の園児

を招いて交流活動を実施した。１年生児童

がもてなし、紙芝居や福笑いで楽しませよ

うと取り組んだ。コミュニケーション能力を

伸長する契機となった。 

 

 

 

 

 

 

 

③郷土伝統工芸体験 

佐世保独楽本舗の皆さんを招聘し、故

郷の伝統工芸の素晴らしさ、課題、自分た

ちにできること等について体験的に学習。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④いのちについて考えるセミナー 

産婦人科の助産師を招聘し、講義、新生

児抱っこ体験、親子ふれあいワーク等をと

おして命を慈しむ心を育む機会とした。 

 

⑤スマホケータイ安全教室 

株式会社ドコモ CS 九州の協力を得て

開催。学校保健委員会も兼ね、親子でメデ

ィアとの付き合い方について学ぶ機会と

した。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥思春期講演会 

 臨床心理士を招聘し、高学年児童を対象

に開催。正しい知識と豊かな心をはぐくむ

機会となった。 

 

 



（２） 地域との連携・協働 

①安全見守り・感謝を伝えよう集会 

 子どもたちの安全を見守ってくださって

いる地域の皆さんとふれあい、日頃の感

謝の気持ちを伝える会を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

②学校支援会議 

 過去２年間開催できなかったが、今年度

は年間２回実施。育成すべき資質・能力を

学校・地域で共有する貴重な場となった。 

 

 

 

 

 

 

（３） 学ぶ力の育成 

①学力調査 

 独自の学力調査を年間２回開催。結果を

分析し指導改善に活用。今年度はほぼす

べての学年で向上が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

②キャリア教育の推進 

 系統的なカリキュラムにより各学年段階

に応じたキャリア教育を実施。より効果的

なものを追求しマネジメントに努めたい。 

 

 

 

 

 

 

③授業改善研修 

 全職員が研究授業を行い、その都度授業

改善に係る協議を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ICT利活用の推進 

 配布された端末を存分に活用し、教職員

も児童も飛躍的にスキルが向上した。 

 

 

 

 

 

 



 

（４） 豊かな心の育成 

①いのちと向き合う一人一鉢活動 

学年に応じて花や野菜を大切に育てる

活動を推進。本市の施策である「させぼ美

し化プロジェクト」も１１年連続で継続。植

物（生命）を慈しむ心と環境美化の両面か

ら豊かな心の醸成に寄与することができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

②読書活動の推進 

 各種取組が功を奏し今年度の図書貸出

冊数は昨年を超え３２，３０８冊であった。 

 読書ボランティアの尽力により図書環境

の整備や読み聞かせも充実している。特に

今年度は端末で電子書籍を読む環境も整

備することができた。 

 

③にじプロジェクトあいさつ運動 

 運営委員会の児童を中心に子どもたち

が主体的に発案。あいさついっぱいの学

校づくりに向け、確かな成果を残した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④平和学習・被爆体験講演会 

 平和推進協会の語り部を招聘し、恒久平

和を祈り続ける意志をより固いものとし

た。 

 

◎おわりに 

今年度も「特色ある学校づくり対策事業」の予算を活用し、様々な教育活動を仕組んで

きました。学校評価においても、特色ある学校づくりの項目で昨年以上の高い評価をいた

だきました。今後も、特色ある教育活動を推進し、子どもたちの学力向上と豊かな心の育

成に邁進し、将来を切り開いていくことのできる子どもたちを育成してまいります。 

 


